
もっと詳しく知りたい

方はHPへ !

八戸沖から採取した地層から
2千万年前のキノコがよみがえった！

下北八戸 続報!

採取した石炭層のサンプルから培養された「スエヒロタケ」
地球深部探査船「ちきゅう」によって青森県八戸沖の海底下から採取した石炭層のサンプルから、69の菌類が培養
された。このうち、「スエヒロタケ」の一種は、写真のような子実体（キノコ）を形成した。

培養実験の準備下降流懸垂型スポンジ（DHS）バイオリアクター
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の ぞ き 見 海底下生物の培養に取り組む海底下生物の培養に取り組む
微生物の性質を詳細に理解するには、最終的に培養できるかどうかが決め手となる。海底下の微生物は極めてゆっくりと
した時間の流れで生きているため、人間が生きている時間枠において、実験室で培養するのは極めて困難だと考えられて
きた。しかし、海底下の微生物に適した培養装置（DHSバイオリアクター）を開発し、微生物の培養に成功。現在も様々な
環境下での培養実験を続けている。

今後、これらの古代の菌類の遺伝子を現代の遺伝子と比較することで、
人の活動が地球の生命進化に与えた影響を知る手掛かりとなるかもしれない。

八戸沖の地殻変動

人工海水

人工海水を注入

人工海水流出人工海水流出

バイオリアクター

1. 石炭層をくだいて粒子状にする

3. スポンジをバイオリアクターに入れる

底から窒素を注入中底から窒素を注入中

2. 石炭層粒子を人工海水にまぜてスポンジ
    を入れる

4. バイオリアクターをインキュベーターに
　 入れて、人工海水のチューブとつなぐ 5. インキュベーターを40℃に設定して、準備OK!

スポンジが
つぶれるのをふせぐ
プラスチック製囲い

スポンジが
つぶれるのをふせぐ
プラスチック製囲い

石炭層粒子をもみこんだスポンジ石炭層粒子をもみこんだスポンジ

微生物の棲み家とするスポンジ

採取した地層から培養された微生物採取した地層から培養された微生物

キノコを形成！！
さらに培養を続けるとその中の胞子が…
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長い年月をかけて、陸地が海に沈んだんじゃ。

このキノコは、森林や湿地の土壌に生息していた菌類が日本列
島の形成に伴って海底下に埋没し、海底下で胞子の形で生き
残っていたものが、およそ2千万年ぶりによみがえったのでは
ないかと考えられているんじゃ。


